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地方消費税交付金
553,888（2.3）

地方譲与税
722,516（3.1）

自動車取得税交付金
90,514（0.4）
利子割交付金
31,678（0.1）
地方特例交付金
179,000（0.8）

ゴルフ場利用税交付金
12,000（0.1）

交通安全対策特別交付金
17,400（0.1）
配当割交付金
3,992（0.0）

株式等譲渡所得割交付金
2,947（0.0）

地方交付税
6,657,858
（28.2）

国庫支出金
3,196,921
（13.5）市　　　債

2,188,807
（9.3）

市　　　税
6,156,393
（26.1）

歳　　入

県支出金　1,567,405（6.6）諸収入　792,733（3.4）

分担金及び負担金　565,908（2.4）

財産収入
211,845（0.9）
使用料及び手数料
109,386（0.5）
その他
4（0.0）

繰入金　　528,805（2.2）

［単位：千円（％）］

一般会計・歳入　235億9000万円

■特別会計 197億6,010万円

一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般会

計と区別して、個別に処理するための会計で

す。今年度は、全体で15の特別会計となって

います。
●公営住宅事業 3億5,100万円

●住宅新築資金等貸付事業 80万円

●財光寺南土地区画整理事業 6,600万円

●財光寺南第2土地区画整理事業 100万円

●城山墓園事業 600万円

●簡易給水施設事業 120万円

●細島東部住環境整備事業 2,100万円

●簡易水道事業 1億4,700万円

●下水道事業 20億6,300万円

●農業集落排水事業 3億3,000万円

●国民健康保険事業 67億8,000万円

●介護保険事業勘定 36億600万円

●介護サービス事業勘定 2,110万円
●日向入郷地域介護認定審査事業 4,500万円

●老人保健事業 63億2,100万円

■企業会計

地方公営企業法の全部または一部の適用を

受ける公営企業会計のことです。

合併により新たに病院事業会計が加わりま

した。
●水道事業会計　　　　　　 17億6,824万円

前年度よりも１億1,172万円（5.9％）減り

ました。
●病院事業会計　　　　　　 4億1,270万円

旧東郷町当初予算額と比較して1,690万円

（4.3％）増えました。

平成18年度市の当初予算のお知らせ

みるみるわかる
今年の予算

今月号では、平成18年度日向市当初予算の一般会計の歳入
（＝収入）、歳出（＝支出）についてお知らせします。

歳入は、国庫補助負担金が一般財源化されたた
め税源移譲として「所得譲与税」が83.1％
増え、地方交付税も7.1％増えるなど合併

によって、依存財源が0.2％増えたものの、自主財源の市税が
1.9％の伸びにとどまるなど自主財源全体では4.7％減りまし
た。また、国や県と同一歩調により地方債発行額の抑制に努
めたことにより、地方債依存度は9.3％で前年よりも20.0％
減りました。
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」
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）
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歳　　出 人件費
4,722,068
（20.0）

扶助費
4,872,170
（20.7）

公債費
3,323,637
（14.1）

繰出金
2,820,517
（11.9）

物件費
2,427,054
（10.3）

普通建設事業費
3,345,708
（14.2）

貸付金
541,691（2.3）

維持補修費
125,377（0.5）

積立金
108,866（0.5）

予備費
10,000（0.0）

補助費等　
1,269,885（5.4）

災害復旧事業費
23,027（0.1）

［単位：千円（％）］

平成18年度市の当初予算のお知らせ

みるみるわかる今年の予算

平成１８年度予算の
編成方針と特色

平成18年度当初予算については、「元気で
活力ある日向の再生」に向けた取り組みを
着実に進めるため、下記に掲げる５つの重
点施策に該当する事業については重点的に、
投資的事業については計画的に、財源を配
分するとともに、「第３次行政改革実施計画」
に基づいて緊急的、抜本的な取り組みを継
続して推進することとしました。
一方、東郷町との合併については、黒潮

文化と森林文化の融合により多面的で多彩
な顔を持つ都市形成への第１歩をしるすも
のとして重点的に財源を配分しました。詳
しい事業の概要は、６月号広報ひゅうが別
冊「みるみるわかる今年の仕事」でお知ら
せします。
■５つの重点施策
１．地域産業の活性化支援
（緊急経済・雇用対策）
●住宅リフォーム事業　住宅の修繕・補
修を行う場合にその経費の一部を補助
します。

２．新観光振興対策（「健康」をキーワー　
ドとした総合的な観光戦略の展開）

●お倉ヶ浜総合公園野球場整備事業　　
老朽化した野球場の整備拡充を行う
ための調査を実施します。

３．子育てと子どもの個性･能力を
伸ばす環境の充実

●児童手当給付事業　
平成18年度から対象年齢の引き上げ　
（小学校修了前）と所得制限が緩和され
ます。

４．市民との協働に向けた取り組み
の推進

●市民活動支援事業
市民が主体となったイベント・地域活動
を支援します。

５．行財政基盤の強化推進
●職員数を削減します。
●指定管理者制度を導入します。

一般会計・歳出　235億9000万円

歳出は平成17年度の日向市・東郷町当初予算合
算額と比較して、義務的経費は、合併によ
り人件費が4.0％減ったものの、扶助費が

5.9％、公債費が3.3％の増となり、全体では1.4％の増とな
りました。任意的経費は、歳出削減策により物件費、維持補
修費、補助費等は減ったものの老人保健特別会計等への繰出
金が増加したことにより、全体では3.8％の減にとどまりまし
た。投資的経費は、国や県と同様に普通建設事業費の抑制を
行い7.2％減りました。

●民生費　　　117,232円 福祉や保育所の運営などに使うお金
●土木費　　　 63,270円 道路・公園の建設、河川の維持に使うお金
●公債費　　　 52,604円 国や金融機関から借りたお金を返すお金
●教育費　　　 31,245円 小中学校教育や社会教育、体育事業に使うお金
●総務費　　　 35,885円 市の事務や市の財産管理に使うお金
●衛生費　　　 26,132円 保健、衛生、環境業務などに使うお金
●農林水産業費 18,384円 農林水産業の振興などに使うお金　
●消防費　　　 12,529円 防災や災害時の活動に使うお金
●商工費　　　 11,151円 商工業の振興や企業誘致に使うお金（観光費含む）
●議会費　　　　 4,293円 議会活動に使うお金
●労働費　　　　　 113円 雇用対策に使うお金
●災害復旧費　　　 364円 災害復旧に使うお金
●予備費　　　　　 158円 緊急時に備えるためのお金　

●合計 373,360円 日向市民１人あたりの一般会計予算額

373,360円

使いみちは1人あたり

平成18年４月１日現在　人口　63,183人

＊　用　語　解　説　＊
●市債 大規模な事業を行うときなど、国や金融
機関などから借り入れるお金
●扶助費 老人福祉法等に基づき、被扶助者に対
して支給する経費
●公債費 市が、国や金融機関などから借りたお
金を返すための経費
●積立金 公共施設の整備や福祉事業など、今後
予想される支出（歳出）に対して積み立てるお金
●繰出金 一般会計と特別会計、または特別会計
相互間において支出される経費
●補助費等 他の地方公共団体への負担金や民間
団体等へ交付される補助金など
●物件費 人件費、維持補修費、扶助費、補助費
等以外の市が支出する消費的性質の経費
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部局・課の名称

●は日向市役所、○は東郷町地域自治センター（旧東郷町役場）です。また、〔 〕は本庁舎敷地外にある施設です。

建
設
部

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

消
防
本
部

水
道
局

教
育
委
員
会

室・係の名称
都市総務係

まちづくり政策課

建設課

市街地整備課

下水道課

地域振興課

住民生活課

保健福祉課

産業振興課

土木課

東郷病院

鈴峰園

総務課

予防課

警防課

水道課

教育総務課

学校教育課

学校給食共同調理場

図書館

会計課

議会事務局

選挙管理委員会事務局
監査委員事務局

農業委員会事務局

日向東臼杵南部広域連合

消防署 消防１課・２課

まちづくり企画係
建築指導係
管理係
土木係
道路維持係
建築係
住環境整備係
東九州自動車道建設対策室
区画整理第１係
区画整理第２係
街なか整備係
公園街路係
業務係
工務係
施設係
総務、地域振興

市民生活、税務

健康福祉、介護支援、
訪問看護

農林振興、地籍

管理、工務

事務、医療技術、看護師

事務、介護、給食
庶務係
消防団係
予防係
保安係
警防係
施設係
消防係、救急救助係、通信指令係
営業係
経理係
工務係
維持係
浄水係
総務企画係
施設係
文化財係
学事係
教育指導係
教育推進係
保健係
幼稚園・小学校・中学校
管理係
調理係

業務係

図書館係
出納係
自治センター出納係
庶務係
議事係
調査係
選挙係
監査係
農政係
農地係
総務係
業務第１係
業務第２係

土地区画整理事業完了清算事務、用途地域証明、用途地域図
都市計画法による土地利用の規制・誘導、景観基本計画
建築確認申請・確認、建築物のリサイクル届出、木造耐震診断補助
市営住宅の維持管理・入退居
道路・橋りょう・河川・砂防等の設計施工・管理
市道・法定外公共物の維持管理
市有建築物の設計施工・修繕
細島東部地区の住環境整備
東九州自動車道の建設促進
日向南町土地区画整理事業、財光寺南第２土地区画整理事業
財光寺南土地区画整理事業
日向市駅周辺土地区画整理事業、連続立体交差事業
公園緑地事業、都市公園の維持管理、街路事業
公共下水道・浄化槽の普及促進
公共下水道の計画・設計施工
浄化センター、中継ポンプ場、汚泥処理施設の維持管理
地域自治区庶務、地域協議会、消防団、オフトーク通信
転居・婚姻等の届出、戸籍・住民票等の交付、印鑑登録・証明、国民年金
国民健康保険、老人医療、埋火葬許可、簡易水道、農業集落排水、税務
各種検診、母子保健事業、予防接種、高齢者・児童福祉、母子・寡婦福祉
生活保護、介護保険、訪問看護、保育所
商工農林業の振興、火入れ許可、木材加工団地、地場産業・産品の奨励育成
地籍調査、堆肥センター
市営住宅の維持管理・入退居、市道、河川、農業・森林土木事業

東郷病院の管理運営

鈴峰園(老人ホーム)の管理運営
消防本部の人事・福利厚生・研修
消防団員の配置・訓練
消防用設備等の設置指導・点検、予防広報
危険物施設等の設置・検査
応急手当の普及、自主防災組織の育成、防災計画の作成
消防通信、消防施設・消防水利・消防機材の整備保全
人命救助、消火活動、救急・救助業務
水道閉開栓の受付、水道料金の徴収
水道事業の予算・決算事務、資産管理
水道施設の計画・設計施工
水道施設の維持管理、水質検査
浄水場・権現原配水池の維持管理
教育委員会の庶務、教育行政相談、育英奨学金の貸付
学校施設の整備計画・維持管理
文化財の保護・活用
教職員の人事・研修、就学・転出入、就学奨励
幼稚園・学校経営の指導、教育課程
小・中一貫連携教育、幼・小・中連携教育の推進
学校の環境衛生・環境安全、児童・生徒・職員の健康管理
幼稚園(３)、小学校(１６・分校１)、中学校(８)
学校給食の調理指導、栄養管理
学校給食の調理

東郷町域の学校給食全般

図書の貸し出し、読書普及活動の推進
公金の収納・支払、資金の管理、決算の調製
東郷町域の出納事務
議会の庶務
本会議・各委員会運営、議事録の作成、傍聴の受付
各種調査、議会だよりの編集・発行
各種選挙の執行管理、選挙人名簿の調製、啓発活動
市の予算執行や事業の手続き等の監査、住民監査請求
農業委員会の庶務、農業者年金、農業生産法人
優良農用地の確保、農用地の利用集積
広域連合の予算・決算事務、庶務
火葬場・一般廃棄物最終処分場の管理運営
ごみ処理施設の管理運営

主な取り扱い事務 場所等

●南別館２階

●南別館１階

●南別館２階

●水道庁舎１階

●水道庁舎２階

●本庁舎４階

〔中央共同調理場〕
1 57-2010

〔東郷共同調理場〕
1 69-2133

〔図書館〕
●本庁舎１階
○自治センター本館１階

●本庁舎２階

●南別館１階
●水道庁舎１階

●本庁舎３階

〔清掃センター〕

〔浄化センター〕

○自治センター
本館１階

〔やすらぎ館〕
169-3367、69-3368

〔東郷病院〕
1 69-2013、69-2984

〔鈴峰園〕1 69-2052

〔消防署〕

○自治センター別館２階

市では、事務処理の迅速化や市民満足度の向上に向けた取り組みを進めていくために４月から部制を導入し、これま
での行政組織機構を見直しました。そこで、市民の皆さんに各担当部署の主な取り扱い事務をお知らせします。
日向市役所　代表電話番号　152-2111 東郷町地域自治センター　代表電話番号　169-2111

○自治センター本館２階

〔浄水場〕1 54-5500
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部局・課の名称

総
務
部

企
画
部

産
業
経
済
部

生
活
環
境
部

市
民
福
祉
部
（
福
祉
事
務
所
）

室・係の名称
総務係

総務課

財政課

職員課

契約管理課

税務課

企画課

情報政策課

行政管理課

市民協働課

生涯学習課

文化スポーツ課

環境整備課

高齢者あんしん課

健康づくり課

市民課

商工港湾課

観光振興課

農林水産課

農村整備課

福祉課

法務係
秘書広報係
危機管理係
市史編さん室
財政係
給与厚生係
人事研修係
契約係
管財係
工事監理室　
管理係
市民税係
資産税係
市税収納係
企画調整係
市町村合併対策室
情報政策係
情報推進係
統計係
行革推進係
行政評価係
市民協働係
男女共同参画推進係
同和対策室
生涯学習係
公民館係
地区公民館(７)
文化振興係
スポーツ振興係
管理係
業務係
施設係
環境政策係
福祉政策係
障害福祉係
保護係

子育て支援係

保育所(３)
高齢者福祉係
介護給付係
介護認定係
健康増進係
国民健康保険係
保険税係

市民窓口係

年金係
市民相談係
美々津支所
岩脇支所
細島支所
商工振興係
港湾・企業立地係
観光振興係
観光施設係
日向サンパーク係
農業振興係
畜産振興係
林業振興係
水産振興係
農村計画係
農村整備係

議会の招集、儀式、友好都市、公平委員会
条例・規則等の審査、公告式
広報ひゅうが・市勢要覧の編集・発行、秘書業務
防災の計画・対策
市史の編さん・刊行
予算の編成と執行管理、財政計画
職員の給与・福利厚生
職員の採用・配置、職員研修
工事・業務委託・物品購入の入札や契約
市有財産や庁舎等の維持管理、公用車の管理
工事の監理・検査、技術職員等の研修・指導
税の閲覧・証明
市民税、軽自動車税の課税
固定資産税の課税
市税の徴収
重要施策の企画立案、国土利用計画法に基づく届出窓口
新市建設計画
情報公開、個人情報保護
情報機器の維持管理・運用
各種統計調査、統計刊行物
行政改革の推進、行政改革大綱の策定・実施
事業の効果測定・評価、事務能率の改善
市民との協働の推進、国際交流
男女共同参画社会づくりの推進
人権・同和問題の啓発
生涯学習の推進、自治公民館活動の支援、青少年の健全育成
中央公民館の管理運営、地区公民館との連絡調整
日知屋・大王谷・美々津・南日向・細島・東郷東・東郷西公民館
芸術文化事業・若山牧水顕彰事業、芸術文化団体の育成支援
競技・生涯スポーツの振興
一般廃棄物処理業の許可、ごみ対策協議会
廃棄物の収集・運搬、ごみ減量化対策、不法投棄対策
粗大ごみ・不燃物の受入処理、樹木リサイクル
環境関連計画、資源化対策、公害防止対策
地域福祉計画、福祉ボランティア
身体障害者福祉、知的障害者福祉、精神障害者福祉
生活保護
児童福祉、母子・寡婦福祉、児童手当、児童扶養手当
乳幼児医療、保育所
上町保育所・日知屋保育所・細島保育所
在宅高齢者福祉、養護老人ホーム、高齢者福祉関係団体
介護保険給付、介護保険料
介護認定、介護認定審査会、地域包括支援センター
母子保健事業、予防接種、各種検診
国民健康保険・老人医療の給付、高齢受給者証の交付
国民健康保険税の課税と徴収
転居・婚姻等の届出、戸籍・住民票等の交付、印鑑登
録・証明、国民健康保険証の交付、埋火葬許可
国民年金相談、免除申請の受付
各種市民相談、犬の登録、市営墓地・納骨堂、交通安全・防犯対策
転居・婚姻等の届出、戸籍・住民票等の交付、印鑑登録・証明
市税等の徴収、美々津・南日向・細島公民館の管理運営、船員
法関係事務(※細島支所のみ)

港湾の振興、企業誘致
商工業の振興、地場産業・産品の奨励育成、住宅リフォーム補助、青少年ホーム

観光の振興、観光イベント、観光情報の発信・ＰＲ
観光施設の維持管理、海水浴場の設置
日向サンパーク施設等の管理
農業の振興、農村公園の管理
畜産業の振興、家畜の改良・防疫
林業の振興、有害鳥獣駆除、火入れ許可、森林の伐採届出
水産業の振興、海難救護、漁業施設整備
農業基盤整備の計画
農業基盤整備の設計施工、農道・用排水路の管理

主な取り扱い事務 場所等

●本庁舎２階

〔図書館〕

●本庁舎２階

●本庁舎３階

●本庁舎１階

●本庁舎２階

●本庁舎２階

●第２別館

●第２別館

〔環境整備課〕

●本庁舎１階

●健康管理センター

●本庁舎１階

●本庁舎３階

〔中央公民館〕

●本庁舎４階

平成18年４月からの新しい行政組織機構と主な取り扱い事務

〔美々津支所〕1 58-1101

〔岩 脇 支 所〕1 57-1001

〔細 島 支 所〕1 52-2601
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6

市市政政のの動動きき

7

小
・
中
一
貫
教
育
校
「
平
岩
小
中
学
校
」
が
開
校
―
。

市
内
の
中
学
校
区
で
も
小
中
連
携
の
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す

今
年
12
月
の
開
業
を
目
指
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
鉄
道
高
架
事
業
に

お
い
て
、
新
し
い
日
向
市
駅
舎
の
大
屋

根
は
、
耳
川
流
域
産
の
杉
を
使
用
し
て

つ
く
ら
れ
ま
す
。

大
屋
根
と
す
る
こ
と
で
柱
の
な
い
す

っ
き
り
と
し
た
ホ
ー
ム
が
実
現
し
ま
す
。

日
向
圏
域
の
玄
関
口
と
な
る
日
向
市

駅
は
、
地
域
間
交
流
の
拠
点
と
し
て
、

新
し
い
ま
ち
の
顔
・
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

こ
と
か
ら
、
１
日
も
早
い
完
成
が
待
た

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

耳
川
流
域
産
杉
材
を
使
用
し
た
「
新
日
向
市
駅
舎
」
の

大
屋
根
現
場
見
学
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

つ
き
ま
し
て
は
、
大
屋
根
材
の
加
工

工
場
と
駅
舎
建
設
の
現
場
を
ご
案
内
す

る
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
主
催

宮
崎
県
（
鉄
道
高
架
事
業
主

体
）
・
日
向
市
・
Ｊ
Ｒ
九
州

●
対
象

原
則
と
し
て
小
学
生
以
上
と

し
ま
す
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

●
実
施
日

６
月
３
日
（
土
）
午
前
中

●
集
合
場
所

日
向
市
役
所
（
解
散
は

日
向
市
駅
）
＊
日
向
市
役
所
〜
東
郷
町

〜
日
向
市
駅
は
、
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

●
見
学
先

東
郷
町
集
成
材
工
場
、
日

向
市
駅
舎
工
事
現
場

●
参
加
費
用

無
料

●
募
集
期
間

５
月
19
日
（
金
）
ま
で
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
街
地
整
備

課
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
街
地
整
備
課
（
1

内
線
２
５
１
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
が
国
か
ら
「
日
向
市
小
・
中
一
貫

教
育
特
区
」
の
認
定
を
受
け
て
平
岩
小

学
校
と
岩
脇
中
学
校
を
「
小
・
中
一
貫

教
育
モ
デ
ル
校
」
と
し
て
開
校
準
備
を

進
め
て
き
た
「
平
岩
小
中
学
校
（
総
称

名
）」
が
４
月
10
日
、
開
校
し
ま
し
た
。

平
岩
小
中
学
校
で
は
、
現
行
の

「
６
・
３
制
」
を
教
科
に
よ
っ
て
は

「
４
・
３
・
２
制
」
に
弾
力
化
し
、
児
童

生
徒
の
心
身
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
教
育
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
の
小
・
中
一
貫
教
育
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
豊
か
な
国
際
感
覚
を
育
み
、

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、
ふ
る
さ
と
を

愛
し
、
自
分
に
自
信
と
誇
り
の
も
て
る
、

心
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
」
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
「
英
会
話
科
」
を
新

設
し
、
外
国
人
の
英
語
指
導
助
手
と
中

学
校
の
英
語
教
師
が
一
緒
に
１
年
生
か

ら
９
年
生
を
指
導
し
ま
す
。
②
小
学
校

教
師
と
中
学
校
教
師
が
一
緒
に
児
童
生

徒
を
指
導
す
る
教
科
や
小
学
校
の
児
童

を
中
学
校
教
師
だ
け
で
指
導
す
る
教
科

が
あ
り
ま
す
。
③
音
楽
な
ど
の
芸
術
教

科
や
体
育
等
に
お
い
て
は
、
５
年
生
か

ら
７
年
生
が
一
緒
に
学
習
す
る
合
同
選

択
教
科
を
設
け
ま
す
。
④
１
年
生
か
ら

９
年
生
ま
で
「
ふ
る
さ
と
日
向
」
を
学
ぶ

時
間
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
の
時
間
」
を
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
特
設
し
ま
す
。

な
お
、
市
内
の
他
の
７
つ
の
中
学
校

区
に
お
い
て
も
今
年
度
か
ら
小
学
校
教

師
が
中
学
生
を
、
中
学
校
教
師
が
小
学

生
を
指
導
す
る
な
ど
、
小
中
連
携
の
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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植物の生と死
江刺洋司
平凡社

物にとって寿
命とは何か?
発芽によって

産声をあげて以来環
境条件にたくましく
適応して生き続ける
植物の生命活動の原
理を、生体エネルギ
ーの創出と利用とい
う観点から一元的に
理解しようとする壮
大な試み。

植

北の花旅
山田知明
ＮＯＶＡ出版

メラをザック
につめ、１人
で誰もいない

山を撮る。週末ごと
に山に通いつめて撮
った山の花の写真
は、アマチュアカメ
ラマンの撮影とは思
えないほど美しい。
文章にも花への愛が
にじみ出ている。

カ

タネはどこからきたか？
鷲谷いずみ・文　埴沙萠・写真
山と渓谷社

ぶ、はじける、
流される。動物
を利用し、世界

を旅する。ときには踏
まれ、焼かれ、100年
もの眠りからさめる
…。時空を超えたタネ
の大冒険と生命のふし
ぎを探る旅に出てみま
せんか。

飛

野あそびずかん
松岡達英
福音館書店

季折々の野山
で、植物や昆虫
や川魚などを探

し、自然とふれあう。
里山の人と山菜とり
やキノコとりなど、
野あそびを楽しむ。
そんなヒントが満載
のユニークな図鑑で
す。

四

■新しく入った本■
◎終末のフール（伊坂幸太郎／集英社）

◎紙魚家崩壊（北村薫／講談社）
◎少年は探偵を夢見る
（芦辺拓／東京創元社）

◎マイケルとスーザンは一年生　　
（ドロシー・マリノ／アリス館）

◎アイアンマン
（クリス・クラッチャー／ポプラ社）

◎ドリームバスター３　
（宮部みゆき／徳間書店）

◎ママの神様（室井佑月／講談社）
◎あたたかな気持ちの
あるところ（都筑学／ＰＨＰ研究所）

◎子ぎつねへレンの１０の
おくりもの（いまいまさこ／文芸社）

／ほか

◎乳幼児　 午前10時30分～11時
4日、11日、18日、25日

◎幼児 午後3時30分～4時
3日、10日、17日、24日、31日

◎小学生 午後2時～2時30分
6日、20日、27日

図
書
館
へ
お
い
で
よ

■５月のおはなし会■

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

新
学
期
が
始
ま
っ
て
１
か
月
が
た
ち

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い
ク
ラ

ス
、
新
し
い
級
友
等
、
環
境
の
変
化
に

少
し
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

学
校
で
の
様
子
を
聞
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
学
校
で
か
ら
だ
が
だ
る
い
、
頭
が

ボ
ー
ッ
と
し
て
働
か
な
い
、
昼
に
な
っ

て
も
体
温
が
上
が
ら
な
い
、
便
秘
が
続

い
て
い
る
等
、
体
調
不
良
の
訴
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
　
こ
の
よ
う
な
状
態
の

と
き
、
お
子
さ
ん
は
朝
食
を
食
べ
て
い

ま
す
か
？
　
こ
れ
ら
は
朝
食
を
食
べ
な

い
人
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

朝
食
の
い
ろ
い
ろ
な
効
用

睡
眠
中
は
、
脳
は
呼
吸
を
し
た
り
血

液
を
循
環
さ
せ
る
な
ど
、
生
命
維
持
に

必
要
最
低
限
の
働
き
を
し
、
そ
の
他
の

機
能
は
休
息
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

私
た
ち
の
血
圧
や
体
温
は
朝
方
に
最
も

低
下
し
ま
す
。
朝
、
目
覚
め
て
朝
食
を

食
べ
る
と
、
脳
に
ブ
ド
ウ
糖
が
運
ば
れ

て
動
き
が
活
発
に
な
り
、
体
温
や
血
圧

を
上
げ
た
り
、
腸
の
活
動
を
盛
ん
に
し

て
排
便
を
促
し
た
り
す
る
の
で
す
。

脳
は
ブ
ド
ウ
糖
だ
け
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
い
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

蓄
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

３
度
、
規
則
正
し
い
食
事
を
し
て
ブ
ド

ウ
糖
を
供
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
睡
眠
中
は
、
脳
に
ブ
ド
ウ
糖
が
補

給
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
朝
食
を
し
っ

か
り
食
べ
な
い
と
、
な
か
な
か
脳
や
か

ら
だ
が
活
動
す
る
体
勢
に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
か
ら
だ
が
だ
る
い
、
や
る

気
が
起
き
な
い
な
ど
と
い
っ
た
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
１
日
を
元
気
で

活
動
的
に
す
ご
す
に
は
、
き
ち
ん
と
朝

食
を
と
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
子

ど
も
ほ
ど
学
力
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
、

文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
な
ど
か
ら
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
食
を
抜
い
て
い
た

人
が
次
の
日
か
ら
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

朝
食
を
と
る
工
夫

①
夜
更
か
し
を
し
な
い

夜
更
か
し
を
す
る
と
、
睡
眠
不
足
で

朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ
ず
、
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
寝
て
い
て
朝
食
を
食
べ
る
時
間
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
夜
型
か
ら
朝
型

に
生
活
パ
タ
ー
ン
を
切
り
替
え
て
み
る
。

②
夜
食
は
で
き
る
だ
け
控
え
る

ど
う
し
て
も
お
な
か
が
す
い
た
ら
、

消
化
の
よ
い
も
の
を
少
し
口
に
す
る
く

ら
い
に
す
る
。

③
朝
、
30
分
早
く
起
き
て
か
ら
だ
を
動

か
す
。

学
校
保
健

●

●

1
54
―
１
９
１
９

■ ５月の休 館 日 ■
１日、８日、15日、22日、29日

【お知らせ】＊６月１日～７日は蔵書点検のため、図書館はお休みします。9

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（1内線２２３４）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

■比良区自主防災会に防災備品を整備しました
自主防災会とは「自分たちのまちは、自分たちで

守ろう」という連帯感にもとづき結成する防災組織

です。市内で50番目の自主防災組織として、比良区

自主防災会が３月10日に結成されました。

市は、日向市自主防災会組織育成補助金で２０万

円を助成し、比良区自主防災会に対して防災備品を

整備しました。

■日向土木事務所管内の県営住宅補充入居者募集
●入居日　平成18年８月１日（火）

●申込用紙配布・説明会 ６月５日（月）

●申込受付 ６月13日（火）、14日（水）

●抽選 ６月21日（水）

●当選者資格審査 ７月５日（水）

●問い合わせ 県土木事務所総務課建築係（152―

4171）

＊問い合わせは、平日午前８時30分～午後５時15分

の間、ただし昼休みは除きます。

●問い合わせ 市民課年金係（1内線2132）

Ｑ.  住民基本台帳カード（住基カード）
を作りたいのですが、何が必要で
すか？

A．

市民課 市民課 市民課 市民課 

住基カードには、写真無しと写真付きの
２種類のカードがあります。写真無しカ
ードを作るには、印鑑、官公署発行の顔
写真付き身分証明書、手数料５００円が
必要です。写真付きカードを作るには、
上記にあげたものに加え、顔写真（申請
から６か月以内のもので、無背景・無帽、
大きさが縦４.５ｃｍ、横３.５ｃｍ）が
必要となります。官公署発行の顔写真付
き身分証明書を持つ、本人の申請であれ
ば即日交付できますが、代理人が申請す
る場合や、官公署発行の顔写真付き身分
証明書を持っていない人の場合は、文書
照会をして本人確認を行いますので、即
日交付はできません。ご理解とご協力を
お願いします。

●問い合わせ 市民課市民窓口係（1内線2133）

Q. 私は、うっかりして保険料を納め
忘れています。どうしたらよいで
しょうか？

A.
国民年金保険料は、納付期限が過ぎても
２年間さかのぼって納付することができ
ます。
ただし、納付期限から２年を過ぎると時
効により納付することができなくなりま
す。国民年金保険料の未納があると年金
を受け取れない場合や年金額が少なくな
ったりする場合がありますので、このよ
うなことにならないためにも未納保険料
は早めに納めましょう。
納付についてのお問い合わせは延岡社会
保険事務所へ直接ご連絡ください。
（10982－21－5424）

市役所は152－2111

備　　品　　名 数量
ハンドマイク １台

担架 ２台

ヘルメット ３個

発電機 １台

クロスシート ２枚

特殊（防犯）ライト ６個

●防災備品



ＪＡ日向マンゴー生産部会の皆さん　▲
（山本孝志さん、奈須政弘さん、黒木義克さん、奈須利幸さん）
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このまちの人たち― ボイス

市
内
で
マ
ン
ゴ
ー
を
生
産
し
て
い

る
Ｊ
Ａ
日
向
マ
ン
ゴ
ー
生
産
部
会

（
黒
木
義
克
会
長
）
の
皆
さ
ん
４
人
が

４
月
13
日
、
初
出
荷
の
報
告
に
市
長

室
を
訪
れ
た
。

日
向
の
マ
ン
ゴ
ー
生
産
は
、
塩
見

地
区
で
平
成
６
年
か
ら
奈
須
利
幸
さ

ん
と
黒
木
義
克
さ
ん
が
植
栽
し
、
平

成
８
年
か
ら
初
出
荷
し
た
の
が
始
ま

り
。
今
年
で
11
年
目
に
な
る
。

４
月
１
日
か
ら
農
協
へ
の
出
荷
が

始
ま
っ
て
お
り
、
出
荷
期
間
中
は
、

１
日
に
１
０
０
ケ
ー
ス
（
１
キ
ロ
入

り
な
ど
）
を
県
外
に
向
け
て
出
荷
。

今
年
は
、
年
間
14
ト
ン
の
生
産
を
目

標
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
の
補
助
事
業
で
塩
見

地
区
に
６
、
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の

マ
ン
ゴ
ー
ハ
ウ
ス
団
地
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
て
、
数
年
後

の
生
産
拡
大
に
も
期
待
が
か
か
る
。

平
成
14
年
に
宮
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
産

地
認
定
を
受
け
た
。「
太
陽
の
タ
マ
ゴ
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
だ
。
糖
度
15
度
、

重
さ
３
５
０
グ
ラ
ム
の
品
質
を
も
つ

も
の
に
、
こ
の
名
前
が
つ
く
。

マ
ン
ゴ
ー
を
試
食
し
た
黒
木
市
長

は
「
甘
く
て
お
い
し
い
で
す
ね
」
と

感
想
を
話
し
、
周
り
の
人
に
も
試
食

を
す
す
め
て
い
た
。
日
向
の
マ
ン
ゴ

ー
は
県
外
で
贈
答
用
と
し
て
人
気
が

あ
る
。
今
年
の
で
き
も
上
々
だ
。
７

月
中
旬
ま
で
出
荷
が
続
く
。

塩見のマンゴー生産者が初出荷を報告

日向のマンゴーは
いかがですか－。

ママンンゴゴーーをを試試食食すするる黒黒木木市市長長
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
1
内
線
２
２
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

個性のある服が好きです
サンパーク温泉・お舟出の湯で働いています。受

付の仕事です。趣味は買い物ですね。洋服を買い

に、よく宮崎方面に出かけています。流行は追い

かけずに、個性のある服を探しますね。

黒木　美幸さん（20歳：奥野）

市役所は152－2111

友だちは多い方ですね
ＪＡ日向細島給油所に勤めています。仕事は楽し

いですね。休日は大分方面にドライブ。パークプ

レイス大分なんかに行きます。友だちは多い方だ

と思いますよ。男仲間とよく遊んでいます。

村田　敏則さん（22歳：亀崎４）

台湾にもある
お舟出競争

グレイス・ワン
ニュージーランドから来た
日向市国際交流員

最
初
に
日
向
に
来
た
時
、

お
舟
出
競
走
に
出
て
み
ま
せ

ん
か
と
誘
わ
れ
て
、「
へ
ぇ

〜
！
　
日
本
に
も
お
舟
出
競

争
が
あ
る
ん
だ
」
と
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

私
が
生
ま
れ
た
台
湾
で
も
、

毎
年
必
ず
お
舟
出
競
争
大
会

が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
偶
然
で
、
日
向
に
大
変

親
し
み
が
わ
き
ま
し
た
。

毎
年
旧
暦
の
５
月
３
日
は
、

台
湾
の
三
大
節
句
の
ひ
と
つ

「
端
午
節
」
の
日
で
す
。
そ
の

日
に
、
全
国
の
川
で
お
舟
出

競
争
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

端
午
節
の
代
表
的
な
食
べ
物

「
粽(

ち
ま
き)

」
を
楽
し
み
ま

す
。
で
も
、
な
ぜ
こ
う
い
う

習
慣
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
国
の
戦
国
時
代
（
紀
元

前
４
０
３
―
２
２
１
年
）、
楚

（
そ
）
国
（
こ
く
）
に
屈
（
く
つ
）

原
（
げ
ん
）
と
い
う
賢
い
大
臣

が
い
ま
し
た
。
屈
原
は
秦(

し

ん)

王
が
と
て
も
野
心
的
な
の

で
、
ほ
か
の
５
か
国
と
力
を

合
わ
せ
る
べ
き
だ
と
楚
王
に

忠
告
し
ま
し
た
が
、
楚
王
は

悪
人
の
こ
と
ば
を
信
じ
て
、

屈
原
を
流
刑
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
楚
王
は
秦
国
で

亡
く
な
り
、
楚
国
も
や
が
て

滅
亡
。
悲
嘆
に
暮
れ
た
屈
原

は
、
汨(

べ
き)

羅(

ら)

江(

こ
う)

へ
身
を
投
げ
ま
し
た
。
屈
原

を
尊
敬
す
る
人
た
ち
は
、
船

に
乗
っ
て
彼
を
捜
し
ま
し
た
。

ま
た
、
屈
原
の
体
を
魚
類
に

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
竹

筒
の
中
に
米
を
入
れ
て
川
の

中
に
投
げ
ま
し
た
。
こ
れ
が

お
舟
出
競
争
と
粽
の
始
ま
り

だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
向
の
お
舟
出
競

争
は
、
神
武
天
皇
が
美
々
津

港
か
ら
船
出
を
さ
れ
た
伝
説

を
も
と
に
地
域
振
興
事
業
と

し
て
約
20
年
前
か
ら
始
ま
っ

た
行
事
で
す
。
違
う
時
代
の

違
う
由
来
か
ら
似
て
い
る
行

事
に
な
っ
た
事
は
、
本
当
に

不
思
議
で
す
。
い
つ
か
お
舟

出
競
争
に
出
て
み
た
い
で
す
。
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こ
ど
も
お
ま
つ
り
広
場
が
４
月
23

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
多
く
の

親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
保
育
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

親
子
同
士
で
交
流
を
図
ろ
う
と
日
向

市
保
育
協
議
会
が
毎
年
開
い
て
い
る

も
の
で
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保
育

士
た
ち
に
よ
る
白
雪
姫
の
劇
や
影
絵

が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ャ
ボ
ン
玉
コ
ー

ナ
ー
は
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
。
夢
中
で
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

■こどもおまつり広場

４
月
15
日
に
開
か
れ
る
予
定
で
し
た

２
０
０
６
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式

戦
ｉ
ｎ
日
向
は
、
残
念
な
が
ら
雨
で

中
止
。
お
倉
ヶ
浜
に
あ
る
サ
ン
ド
ー

ム
日
向
で
は
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
の
選
手
を
、
ひ
と
目
見
よ

う
と
フ
ァ
ン
た
ち
が
練
習
を
見
学
。

サ
イ
ン
会
に
は
、
約
１
０
０
人
が
並

び
、
小
椋
真
介
選
手
、
高
橋
秀
聡
選

手
、
松
本
輝
選
手
た
ち
が
、
笑
顔
で

色
紙
に
サ
イ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。

■サイン会に長い列－。

日
向
看
護
高
等
専
修
学
校
の
第
41
回

入
学
式
が
４
月
７
日
、
同
校
で
あ
り

ま
し
た
。
女
性
30
人
、
男
性
10
人
が

入
学
。
専
修
学
校
で
２
年
間
、
専
門

知
識
を
学
び
准
看
護
師
の
資
格
取
得

を
目
指
し
ま
す
。
甲
斐
文
明
校
長
は

「
人
の
気
持
ち
が
よ
く
理
解
で
き
る

豊
か
な
心
を
持
つ
人
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
祝
辞
し
ま
し
た
。
新
入
生

代
表
の
太
田
綾
乃
さ
ん
が
「
勉
学
と

実
習
に
励
み
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。

■勉学と実習に励みます

市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
故
三
尾
良
次

郎
さ
ん
（
初
・
２
代
市
長
）、
故
藤

井
満
義
さ
ん
（
３
・
４
代
市
長
）
、

故
青
木
市
蔵
さ
ん
（
初
〜
４
代
議

長
）、
故
児
玉
袈
裟
雄
さ
ん
（
５
〜

７
代
市
長
）
の
功
績
を
し
の
ぶ
、
日

向
市
名
誉
市
民
顕
彰
式
が
４
月
１

日
、
市
庁
舎
前
広
場
で
あ
り
ま
し
た
。

顕
彰
碑
に
全
員
で
黙
と
う
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
者
が
献
花
し
功
績
を
た

た
え
、
市
政
の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

■名誉市民の功績をしのぶ

12

日
向
市
民
吹
奏
楽
団
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
６

市
民
に
憩
い
と
潤
い
を
与
え
ら
れ
る

地
域
に
根
ざ
し
た
吹
奏
楽
団
―
。

日
向
市
民
吹
奏
楽
団
「
ス
プ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
６
」
が

４
月
16
日
、
日
向
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
パ
ル
セ
イ
シ
ョ
ン
」、「
ア
フ
リ

カ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」、
交
響
組

曲
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
な
ど
を

演
奏
し
、
会
場
の
人
た
ち
を
魅
了

し
ま
し
た
。

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
昨

年
か
ら
楽
団
以
外
の
希
望
者
も
募

集
し
て
開
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

市
外
か
ら
の
参
加
者
や
市
内
の

中
・
高
校
生
の
吹
奏
楽
部
員
も
参

加
す
る
な
ど
、
総
勢
75
人
で
の
演

奏
と
な
り
ま
し
た
。

日
向
市
民
吹
奏
楽
団
（
寺
原

智
博
団
長
）
は
、
市
内
在
住
の
社

会
人
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ

て
い
る
吹
奏
楽
団
で
「
市
民
に
憩

い
と
潤
い
を
与
え
ら
れ
る
地
域
に

根
ざ
し
た
吹
奏
楽
団
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

昭
和
63
年
ご
ろ
か
ら
椎
野
地
区

住
民
自
ら
の
手
で
植
栽
が
始
ま
っ

た
「
椎
野
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」。

今
で
は
シ
ー
ズ
ン
中
、
県
内
外
か

ら
３
万
本
の
あ
じ
さ
い
見
物
に
訪

れ
る
、
大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

期
間
中
は
特
産
品
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
ぜ
ひ
、
あ

じ
さ
い
ロ
ー
ド
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

●
場
所

美
郷
町
北
郷
区
椎
野
地

区
　
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド

●
見
ご
ろ

６
月
中
旬
か
ら
７
月

上
旬

●
問
い
合
わ
せ

美
郷
町
北
郷
支

所
地
域
政
策
課
（
1
０
９
８
２
―

62
―
６
２
０
１
）

＊
駐
車
で
き
る
箇
所
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
る
べ
く
乗
り
あ
わ
せ

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

美
郷
町

椎
野
あ
じ
さ
い

ロ
ー
ド



ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
国
際
保
護
動

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
変
貴
重
な

動
物
で
す
。
市
で
は
、
天
然
記
念
物

と
し
て
文
化
財
に
指
定
し
、
日
向
市

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
会
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
保
護
調
査
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
年
も
、
５
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
市
内
各
海
岸
へ
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

の
産
卵
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
海
岸
の

保
全
、
海
岸
に
お
け
る
夜
間
の
騒
音

防
止
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
上
陸
産
卵
期
間

お
お
む
ね
５
月

〜
８
月

●
上
陸
産
卵
場
所

伊
勢
ケ
浜
、
お

倉
ケ
浜
、
金
ケ
浜
、
美
々
津
海
岸
な

ど
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
文
化

財
係
（
1
内
線
２
４
１
５
）
ま
で
。

●
期
日

５
月
13
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

・
１
日
図
書
館
員
２
人
　
午
前
10
時

14

〜
11
時

・
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
　
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分
（
玄
関
前
広
場
）

・
お
は
な
し
会
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
前
11
時
（
お
は
な
し
の
部
屋
）

・
古
本
市
　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

（
外
ガ
レ
ー
ジ
）

・
と
つ
ぜ
ん
紙
芝
居
　
い
つ
は
じ
ま

る
か
わ
か
ら
な
い
紙
芝
居
、
お
た
の

し
み
に
！

・
ブ
ッ
ク
ラ
リ
ー
　
午
後
２
時
〜
午

後
３
時
（
館
内
）

・
本
の
展
示
　
４
月
23
日
（
日
）
〜

５
月
14
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ

図
書
館
（
1
54
―

１
９
１
９
）

消
防
法
及
び
日
向
市
火
災
予
防
条

例
の
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
に
つ

い
て
は
平
成
23
年
６
月
１
日
（
設
置

義
務
の
完
了
期
間
）
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義

務
化
を
契
機
と
し
て
不
適
正
な
価
格

（
市
場
価
格
を
超
え
る
高
額
な
価
格
）

に
よ
る
販
売
を
行
う
業
者
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
市
場
価
格
は
、
お
お
む

ね
１
個
に
つ
き
８
、
０
０
０
円
前
後

で
す
。

ま
た
、
国
の
技
術
基
準
に
適
合
し

な
い
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
は
購
入

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
日
本

消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
品
に
は
、
鑑

定
マ
ー
ク(

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク)

が
つ
い
て

い
ま
す
。
製
品
を
購
入
す
る
際
の
目

安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
は
消
防
本
部
予
防
課
（
1

53
―
５
９
４
７
）
ま
で
。

納
税
証
明
や
所
得
証
明
、
課
税
証

明
、
資
産
関
係
の
証
明
な
ど
、
税
務

証
明
の
交
付
申
請
が
で
き
る
の
は
、

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
親
族
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
税
法
で
守
秘
義
務
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
納
税
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
し
、
納
税
者
を
守
る
た

め
で
す
。

ど
う
し
て
も
本
人
が
税
務
課
窓
口

に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
委
任
者
本

人
が
作
成
し
た
委
任
状
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

法
人
関
係
の
証
明
の
場
合
も
同
様

に
、
代
表
者
以
外
の
代
理
人
か
ら
の

申
請
に
は
、
代
表
者
印
（
法
人
登
録

印
）
の
押
印
さ
れ
た
委
任
状
が
必
要

で
す
。

来
庁
す
る
際
に
は
、
本
人
及
び
代

理
人
は
、
印
鑑
、
身
分
証
明
書(

免
許

証
、
保
険
証
等)

を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
証
明

書
の
提
示
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
管
理
係

（
1
内
線
２
１
２
４
・
２
１
２
５
）

５
月
31
日(

水)

は
、
軽
自
動
車
税

の
納
期
で
す
。
こ
の
軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
、
次
に
該
当
す
る
車
に
は
減

免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
該
当
す
る
車

①
公
益
の
た
め
に

直
接
専
用
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

②
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神

障
害
者
、
知
的
障
害
者
が
自
ら
運
転

す
る
軽
自
動
車
③
身
体
障
害
者
等
と

同
一
生
計
者
ま
た
は
身
体
障
害
者
等

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
常
時
介

護
者
が
運
転
す
る
軽
自
動
車
④
身
体

の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
構
造
変
更

さ
れ
た
軽
自
動
車

平
成
18
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
申
請
す
る
人
は
、
５
月
25
日

（
木
）
ま
で
に
納
税
通
知
書
（
納
付

せ
ず
に
）
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
、

運
転
免
許
証
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え

左
記
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
＊
普

通
車
と
減
免
の
重
複
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
障
害
の
区
分
・
程
度
に

よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

（
1
内
線
２
１
２
６
）
東
郷
町
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
住
民
生
活
課
（
1
69

―
３
９
０
１
）

５
月
22
日
（
月
）
〜
28
日
（
日
）

は
、
春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
、
①
苦
情
や
困
っ
て
い
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る
こ
と
が
あ
る
②
制
度
や
仕
組
み
が

分
か
ら
な
い
③
相
談
し
て
み
た
が
、

説
明
に
納
得
が
い
か
な
い
④
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員

新
名
惠
美
子
さ

ん
、
黒
木
英
行
さ
ん

●
相
談
日

毎
月
第
２
・
３
金
曜
日
、

午
前
９
時
〜
12
時

●
相
談
会
場

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん

ぴ
あ
」

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市
民
相
談

係
（
1
内
線
２
１
４
０
）

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
同
じ
電
話
番

号
で
か
け
ら
れ
る
行
政
苦
情
１
１
０

番
（
1
０
５
７
０
│
０
９
０
１
１
０
）

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

財
務
局
・
財
務
事
務
所
で
は
財
務

省
・
金
融
庁
の
施
策
に
つ
い
て
の
情

報
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
広
く
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
対
す
る
意

見
を
財
務
省
・
金
融
庁
に
伝
え
る
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
財
政
金
融
に
関
す
る

講
演
会
や
財
務
行
政
に
関
す
る
懇
話

会
な
ど
を
開
催
し
、
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
会
社
や
学
校
、
グ
ル
ー
プ
の

会
議
、
研
修
等
で
、
経
済
や
財
政
、

金
融
な
ど
の
話
を
お
聞
き
に
な
り
た

い
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
局
ま
た

は
財
務
事
務
所
か
ら
担
当
職
員
を
派

お
知
ら
せ

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
産
卵

が
始
ま
り
ま
す

春
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

を
開
き
ま
す

す
べ
て
の
住
宅
に
火
災
警

報
器
等
の
設
置
義
務
付
け

財
政
金
融
に
関
す
る
講
演

会
等
に
講
師
を
派
遣

税
務
証
明
に
は
印
鑑
、
身
分

証
明
書
等
が
必
要
で
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を

お
忘
れ
な
く

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す

ご
相
談
く
だ
さ
い

遣
い
た
し
ま
す
。

●
主
な
メ
ニ
ュ
ー

①
経
済
の
現
状

と
見
通
し
②
財
政
の
現
状
と
今
後
の

あ
り
方
③
財
政
投
融
資
の
役
割
④
災

害
復
旧
の
し
く
み
⑤
預
金
保
険
制
度

（
ぺ
イ
オ
フ
）
に
つ
い
て
⑥
金
融
取
引

等
の
基
礎
的
知
識
に
つ
い
て
⑦
国
有

宅
地
の
購
入
方
法
⑧
国
有
財
産
の
利

用
状
況
等
に
つ
い
て
、
な
ど
。

●
問
い
合
わ
せ

九
州
財
務
局
宮
崎

財
務
事
務
所
　
総
務
課
（
1
０
９
８

５
―
22
―
７
１
０
１
）

日
向
入
郷
地
区
法
律
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
と
こ
ろ

日
向
商
工
会
議
所

●
日
時

毎
月
１
回
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
ま

で
。
た
だ
し
、
当
日
が
休
祝
日
に
な

る
場
合
は
、
翌
日
に
順
延
。

●
相
談
方
法

相
談
時
間
30
分
で
６

人
、
事
前
予
約
制
（
予
約
は
宮
崎
県

弁
護
士
会
へ
。
1
０
９
８
５
―
22
―

２
４
６
６
）

●
相
談
料

無
料

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
電
波

利
用
保
護
旬
間
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線

局
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に

障
害
を
与
え
た
り
、
携
帯
電
話
の
通

話
を
妨
害
し
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、

警
察
・
消
防
・
防
災
行
政
無
線
な
ど

15

人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
に
対
す

る
混
信
・
妨
害
が
発
生
す
る
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
を
お
び
や
か
し
て
い

ま
す
。
不
法
な
無
線
局
を
開
設
し
た

り
運
用
し
た
り
す
る
と
、
１
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

電
波
に
は
免
許
が
、
無
線
機
に
は

認
証
マ
ー
ク
が
必
要
で
す
。
だ
れ
も

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル

（
電
波
法
）
を
守
っ
て
ク
リ
ー
ン
な
電

波
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

九
州
総
合
通
信
局

（h
ttp
://w
w
w
.kb
t.go.jp

/

）

・
不
法
無
線
局
、
混
信
・
妨
害
（
1

０
９
６
―
３
６
８
―
８
６
５
６
）

・
受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、

1
０
９
６
―
３
２
６
―
７
８
７
３
）

・
電
波
利
用
料
（
1
０
９
６
―
３
２

６
―
７
８
０
５
）

・
そ
の
他
行
政
相
談
（
1
０
９
６
―

３
２
６
―
７
８
１
９
）

市
で
は
第
12
回
「
花
壇
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
14

の
個
人
、
団
体
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
４
月
下
旬
に
審
査
し
た
結
果
、

４
部
門
で
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
左
記
の
期
日
に
表
彰
式
を
開
き

ま
す
。

●
期
日

５
月
７
日
（
日
）
正
午
〜

●
場
所

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
館

前●
表
彰
部
門

一
般
家
庭
、
自
治
公

民
館
、
事
業
所
及
び
団
体
、
学
校

シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
等
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
（
1
内
線
２
８
６
２
5
56
―

０
０
１
８
）
、
電
子
メ
ー
ル

b
u
n
ka@
h
yu
gacity.jp

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
所
有
者
が
行
う
耐
震
診
断
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
と
な
る
住
宅
及
び
対
象

者
　
①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
も
の
②

自
己
の
居
住
し
て
い
る
戸
建
木
造
専

用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
（
２
分
の

１
を
超
え
る
部
分
が
住
宅
の
用
途
に

使
わ
れ
て
い
る
も
の
）
③
階
数
が
２

階
以
下
の
も
の
④
在
来
軸
組
構
法

こ
う
ほ
う

、

枠
組
壁
構
法
、
伝
統
的
構
法
に
よ
り

建
築
さ
れ
て
い
る
も
の
⑤
大
臣
等
の

特
別
な
認
定
を
得
た
工
法
に
よ
る
住

宅
で
な
い
も
の
⑥
過
去
に
こ
の
事
業

に
よ
る
耐
震
診
断
等
を
行
っ
た
住
宅

で
な
い
も
の
⑦
補
助
対
象
者
は
市
内

在
住
の
対
象
建
築
物
の
所
有
者
で
あ

る
こ
と
⑧
対
象
建
築
物
が
市
内
に
事

務
所
を
置
く
建
築
士
事
務
所
の
宮
崎

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
診
断
し

た
ま
た
は
診
断
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
⑨
補
助
対
象
者
及
び
耐
震
診
断
受

託
者
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
（
完
納
証
明
書
の
提
出
を
要
す
る
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く

り
政
策
課
建
築
指
導
係
（
1
内
線
２

６
１
７
）

●
問
い
合
わ
せ

日
向
市
花
の
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務

局
　
市
街
地
整
備
課
公
園
街
路
係

（
1
内
線
２
６
１
９
）

市
は
、「
う
る
お
い
福
祉
基
金
事
業
」

と
し
て
、
福
祉
の
向
上
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

図
る
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
民

間
の
福
祉
事
業
な
ど
に
対
し
、
最
高

30
万
円
を
助
成
し
ま
す
（
団
体
等
の

運
営
資
金
は
助
成
の
対
象
外
で
す
）。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
・

事
業
計
画
書
・
収
支
予
算
書
・
名

簿
・
規
約
等
（
申
請
書
等
は
、
福
祉

課
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

●
締
切

５
月
31
日
（
水
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福

祉
政
策
係
（
1
内
線
２
１
６
０
）

●
申
込
用
紙
配
布
及
び
受
付

①
期
間
　
６
月
１
日
（
木
）
〜
６
月

12
日
（
月
）

②
場
所
　
６
月
１
日
の
み
第
１
〜
第

３
委
員
会
室(

本
庁
舎
２
階)

午
前
10

時
〜
。
以
後
、
建
設
課
管
理
係
（
南

別
館
１
階
）

●
申
込
資
格
　
①
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
し
、
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い

る
人
②
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族(

婚
約
者
を
含
む)

が

あ
る
人
③
収
入
基
準(

公
営
住
宅
法
に

よ
り
計
算
し
た
入
居
者
及
び
同
居
親

族
の
過
去
１
年
間
の
収
入
月
額
が
、

20
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と)

を
満
た
す

人
④
市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
の
無
い
人

●
申
込
方
法

申
込
書
に
①
平
成
18

年
度
（
平
成
17
年
分
）
の
所
得
証
明

書
、
②
誓
約
書
を
添
え
て
、
建
設
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
抽
選
日

６
月
21
日
（
水
）、
有
資

格
者
に
よ
る
公
開
抽
選
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

（
1
内
線
２
３
５
２
）

「
ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
だ
け
ど
健
康
の

た
め
に
も
体
を
動
か
し
た
い
」
と
い

う
人
や
「
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
い
る
け
れ
ど
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に

挑
戦
し
た
い
」
と
い
う
人
ま
で
、
だ

れ
も
が
参
加
し
や
す
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
教
室
で
す
。

●
と
き

６
月
１
日
（
木)

〜
６
月
29

日
（
木
）
毎
週
木
曜
日
（
全
５
回
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

●
と
こ
ろ

サ
ン
ド
ー
ム
日
向
ア
リ

ー
ナ

●
内
容

ペ
タ
ン
ク
・
ド
ッ
ヂ
ビ

ー
・
キ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
各
種

●
定
員

50
人
程
度

●
参
加
料

無
料

●
申
込
期
間

５
月
１
日
（
月
）
〜

募
集
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

●
申
込
方
法

氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
（
主
に
連
絡
が
と
れ

る
も
の
）
に
つ
い
て
電
話
・
フ
ァ
ク

お
倉
ヶ
浜
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
参
加
者
募
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
福
祉
事
業
に
助
成

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

募
　
集

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す

守
っ
て
！
　
電
波
の
ル
ー

ル
（
電
波
利
用
保
護
旬
間
）

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
の
ご
案
内
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応
急
手
当
が
終
わ
っ
た
ら
準
備
を

充
分
に
し
て
、
慎
重
に
運
ば
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
運
搬
の
３
段
階

〜
第
１
段
階
は
、
倒
れ
た
場
所
が

ガ
ス
の
充
満
し
て
い
る
と
こ
ろ
や

交
通
量
の
多
い
道
の
真
ん
中
な
ど

の
危
険
な
場
所
、
ま
た
、
雨
風
の

当
た
る
と
こ
ろ
や
非
常
に
寒
い
と

こ
ろ
に
倒
れ
て
い
る
場
合
、
二
次

災
害
の
起
こ
ら
な
い
応
急
処
置
の

で
き
る
場
所
ま
で
、
傷
病
者
を
一

時
的
に
避
難
、
あ
る
い
は
移
動
さ

せ
る
時
で
、
と
っ
さ
に
１
人
か
２

人
で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
多
い
。

（
先
月
号
「
安
静
」
の
続
き
）

傷
病
者
に
は
で
き
る
だ
け
傷
や

血
液
、
吐
い
た
物
な
ど
を
見
せ
な

い
こ
と
。
手
当
て
す
る
人
は
、
傷

病
者
に
力
づ
け
る
よ
う
な
言
葉
を

か
け
た
り
、
し
っ
か
り
し
た
態
度

を
見
せ
る
。
顔
色
が
良
く
な
り
心

理
的
な
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
も
あ
る
。
飲
み
物
〜
原
則
と

し
て
飲
み
物
を
与
え
て
は
い
け
な

い
。
と
く
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
は

禁
物
。
意
識
の
な
い
場
合
に
は
絶

対
に
飲
ま
せ
な
い
こ
と
。
気
道
に

入
っ
て
危
険
な
こ
と
が
多
い
。
頭

部
、
胸
部
、
腹
部
の
け
が
は
手
術

を
必
要
と
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
飲
み
物
を
与
え
て
は
い
け
な

い
。
観
察
と
現
状
の
保
存
〜
傷
病

者
が
食
べ
残
し
た
食
品
、
飲
み
残

し
た
薬
品
、
吐
い
た
物
や
排
泄
物

な
ど
は
、
手
を
付
け
ず
に
そ
の
ま

ま
保
存
す
る
。
服
毒
･
中
毒
事
故

な
ど
を
発
見
し
た
と
き
は
、
ど
ん

な
様
子
だ
っ
た
か
を
よ
く
観
察

し
、
ど
こ
で
起
こ
っ
た
か
、
位
置

な
ど
も
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
医
師
の
診
断
や
、
事

件
の
解
決
な
ど
に
参
考
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
、
傷
病
者
の
所

持
品
な
ど
を
紛
失
し
な
い
よ
う
注

意
す
る
。

■
傷
病
者
の
運
び
方

不
用
意
に
動
か
さ
な
い
。
重
病

人
や
け
が
人
を
見
る
と
、
驚
き
あ

わ
て
て
、
早
く
医
師
へ
と
あ
せ
る

も
の
で
す
が
、
不
注
意
に
運
搬
し

た
た
め
に
患
者
が
シ
ョ
ッ
ク
を
起

こ
し
、
生
命
が
危
険
に
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
現
場
に
医
師
を
迎

え
ら
れ
な
い
場
合
、
生
命
に
危
険

が
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

他
の
場
合
に
も
応
急
手
当
を
す
る

こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
そ
し
て
、

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

救 急 救 護
■
体
位
の
管
理
法

腐
葉
土
の
配
布

市
で
行
っ
て
い
る
「
樹
木
剪

（
せ
ん
）
定
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
よ

る
チ
ッ
パ
ー
く
ず
（
お
試
し
サ
イ

ズ
）
を
希
望
者
先
着
順
に
進
呈
し

ま
す
。

日
）
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

行
う
も
の
で
す
。
ご
み
の
発
生
抑

制
・
再
使
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

「
環
境
問
題
」
と
い
う
と
世
界

規
模
で
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
身
近
な
ご
み
に
注

目
し
”
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

よ
う
“
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
催
し
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日
時

６
月
４
日
（
日
）、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

（
雨
天
決
行
）

●
場
所

サ
ン
ド
ー
ム
日
向

●
式
典

地
域
美
化
功
労
者
表

彰
・
資
源
回
収
優
良
地
区
表
彰
・

「
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
」
優
秀
作
品

表
彰

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者
を
募
集
中

●
申
込
方
法

市
役
所
・
各
支

所
・
大
王
谷
公
民
館
・
日
知
屋
公

民
館
・
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
環
境
整
備
課
ま

で
郵
送
、
も
し
く
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の

作
成
参
加
者
募
集

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
打
ち

上
げ
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
、
お
倉
ヶ

浜
で
飛
ば
し
ま
す
。
参
加
し
て
み

た
い
人
は
環
境
整
備
課
ま
で
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
先
着

15
人
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
参
加
費
用
（
７
０

０
円
＝
材
料
費
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

小
・
中
学
生
「
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
」

作
品
募
集
中

締
切
日
（
５
月
10
日
）
が
迫
っ

て
い
ま
す
。

３月の出動状況

消防署からのお知らせ

火災　　　 3件
救急　　　223件
救助　　　 2件

も
っ
た
い
な
い
　
か
ら
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
第
３
回
「
環
境
フ
ェ

ス
タ
５
３
０
」
を
「
ご
み
か
ら
学

ぶ
環
境
問
題
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
。

３
つ
の
コ
ー
ナ
ー
（
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
作
っ
て
遊(

あ
そ)

ぼ
う

遊
遊(

ゆ
う
ゆ
う)

コ
ー
ナ
ー
・
展

示
コ
ー
ナ
ー
）
を
設
け
、「
日
向

市
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
週
間
」（
５
月
30
日
〜
６
月
５

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
へ
。

（
1
内
線
２
６
６
１
・
1
直
通
53

―
２
２
５
６
・
5
53
―
９
２
６
０
）

■
環
境
フ
ェ
ス
タ
５
３
０

ご
み
ゼ
ロ

を
　

開
き
ま
す

”

“

相 談 日 程 社 会 福 祉

17

■
人
権
相
談

と
　
き

５
月
10
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
南
日
向
公
民
館

■
行
政
相
談

と
　
き

５
月
10
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
南
日
向
公
民
館

＊
　
＊
　
＊

と
　
き

５
月
17
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
協
議
会

東
郷
支
所

■
法
律
相
談(

要
予
約)

と
　
き
　
５
月
17
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
協
議
会

東
郷
支
所

(

1
69
│
２
１
１
６
）

＊
　
＊
　
＊

と
　
き
　
５
月
18
日
（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

(

1
52
│
２
１
１
１
・
市
役
所
へ
）

■
年
金
巡
回
相
談

と

き
　
５
月
10
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と

き
　
５
月
９
日
（
火
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
　
　

(

1
52
―
５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談

方
　
法
　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と
　
き
（
月
、
火
、
木
、
金
）

13：

00
〜
16：

00

と
こ
ろ
　
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」(

1
55
―
１
６
６
０
）

■
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
及
び
支

所
で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。

市役所は152－2111

心
臓
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入

れ
て
い
る
障
害
者
に
と
っ
て
は
、

誤
作
動
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
、
入
店
で
き
な
い
と
の
報
告
も

あ
っ
て
い
ま
す
。
商
店
側
に
事
情

を
話
し
、
電
源
を
切
っ
て
も
ら
う

な
ど
し
て
入
店
で
き
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
引
き
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

外
見
だ
け
で
判
断
で
き
な
い
障

害
が
あ
る
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
社
会
は
、
他
人
の
立
場
に
立

っ
て
物
事
を
考
え
る
思
い
や
り
の

あ
る
心
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歩
道
は
み
ん
な
が
通
り
ま
す
よ

市
や
県
で
は
、
す
べ
て
の
人
々

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る

社
会
「
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
内
で
は
、

歩
道
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
並
べ
た

り
、
自
転
車
等
を
と
め
た
り
し
て

い
て
、
車
い
す
や
杖
な
ど
で
の
通

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

外
見
だ
け
で
判
断
で
き
な
い

障
害
が
あ
る
人
も
い
ま
す

ま
た
、
最
近
で
は
、
万
引
き
防

止
の
た
め
の
装
置
を
店
頭
入
り
口

に
設
置
し
て
い
る
商
店
等
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
声

を
掛
け
る
な
ど
、
み
ん
な
で
人
に

や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

■
人
に
や
さ
し
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

納期限内に納めましょう

軽自動車税
（納期　５月１日～５月31日）
（口座振替日　　　５月25日）

税の納期

※写真はイメージです。
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健 康 家 族
■
第
５
回
お
舟
出
の
湯

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

毎
年
恒
例
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
開
き
ま
す
。
今
回
も
掘
り
出

し
物
満
載
！
　
30
店
以
上
の
お
店

が
集
い
ま
す
。
ご
家
族
で
入
浴
も

兼
ね
て
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん

か
？

●
日
時

５
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
、
雨
天
の
と
き
中
止

●
場
所

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

イ
ベ
ン
ト
広
場
周
辺

●
出
店
料

１
組
５
０
０
円

（
温
泉
券
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

＊
出
店
者
募
集
中
（
出
店
場
所
は

受
付
順
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
）。

■
温
泉
落
語
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

大
好
評
の
お
舟
出
の
湯
「
定
期

寄
席
」
を
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に

開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
、

温
泉
の
大
広
間
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア

落
語
家
の
「
柱
大
黒

は
し
ら
　
だ
い
こ
く

」
さ
ん
と
落

語
家
集
団
「
一
八
会
」
の
皆
さ
ん

が
、
楽
し
い
落
語
を
聞
か
せ
て
く

れ
ま
す
。
湯
上
り
の
ひ
と
と
き
に

イ
キ
な
落
語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

＊
出
演
者
募
集
中
で
す
。
一
緒
に

寄
席
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
人
な

ら
、
落
語
で
な
く
て
も
大
歓
迎
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
５
月
の
定
期
寄
席
は
、
５
月
13

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

■
問
い
合
わ
せ

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

「
お
舟
出
の
湯
」
ま
で
。

（
1
56
―
３
８
０
０
）

●
営
業
時
間

午
前
10
時
〜
午
後

10
時
　

５
月
の
休
館
日
（
１
日
、
15
日
）

日向サンパーク
温泉へ行こう

健康はみんなで
つくる宝物

海の幸　カルパッチョ
おねだん　８５０円

ストラン潮音の
「海鮮カルパッチ
ョ」は、バジルと

ガーリックの特製ドレッ
シングが絶品です。海の
幸をふんだんに使ってい
るので大人気。目の前に
広がる海を眺めながら、
冷たいビールのおつまみ
にいかがでしょうか？

レ

海鮮ちらし
おねだん　１，０００円

すすめメニュー
の海鮮ちらしは、
アナゴ、マグロ、

カンパチ、サーモン、イ
クラなど、新鮮な食材が
自慢の一品です。ミニう
どんもついてボリューム
満点！　お好みでわさび
醤油をかけて召し上がり
ください。だれもが納得
のおいしさです。

お

O

・T
A
B
E
T
E
N
N
A
I

お
！
食
べ
て
ん
な
い
　
レ
ス
ト
ラ
ン
潮
音
情
報

■
各
種
健
（
検
）
診
の
変
更

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
医
療
機
関

で
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
た
各

種
健
（
検
）
診
の
実
施
に
つ
い
て
、

時
期
や
料
金
等
を
一
部
変
更
し
ま

す
。
主
な
変
更
内
容
は
、
下
記
の

通
り
で
す
。

実
施
医
療
機
関
や
内
容
及
び
料

金
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号

の
広
報
ひ
ゅ
う
が
６
月
号
と
一
緒

に
別
刷
り
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

す
。
こ
の
チ
ラ
シ
は
、
市
役
所
及

び
、
関
係
機
関
等
、
市
内
各
所
の

窓
口
に
配
布
し
て
お
き
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
お
取
り
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
（
1
内
線
２
１
８
２
）。

●
各
種
個
別
健
診
の
実
施
時
期

６
月
１
日
〜
11
月
31
日
ま
で
。

●
個
別
健
診
の
受
診
医
療
機
関

旧
東
郷
町
の
人
も
日
向
市
内
の

医
療
機
関
で
個
別
健
診
が
受
診
で

き
ま
す
（
注：

集
団
健
診
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
）。

●
集
団
健
診
実
施
と
予
定
時
期

・
旧
東
郷
町
　
８
月
末
ご
ろ

・
旧
日
向
市
　
８
月
〜
11
月

＊
集
団
健
診
は
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
申
込
方
法
に
つ

い
て
は
、
区
の
回
覧
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
課

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
19
〜
39
歳
男
女
健
診
の
開
始

旧
日
向
市
で
19
歳
〜
39
歳
の
女

性
を
対
象
に
実
施
し
て
い
た
「
健

康
診
査
」
が
、
６
月
か
ら
は
、
男

性
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
検
査
内
容
は
、
血
液
検
査
・

尿
検
査
・
診
察
等
で
す
。

●
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

受
診
間
隔
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
か
ら
、「
２
年
に

１
回
の
受
診
」
が
国
の
指
針
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
計
画

的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
11
回
「
健
康
ま
つ
り
」

を
開
き
ま
す

本
年
度
で
、
第
11
回
を
迎
え
る

「
健
康
ま
つ
り
」
の
開
催
日
等
が

決
定
し
ま
し
た
。

●
日
時

６
月
11
日
（
日
）

午

前
10
時
〜
午
後
３
時

●
開
催
会
場

サ
ン
ド
ー
ム
日
向

（
例
年
の
会
場
か
ら
変
更
）

●
テ
ー
マ

「
元
気
発
進
！
健
康

ひ
ゅ
う
が
」

●
内
容

元
気
体
験
会
（
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
）
・
ダ
ン
ス
等
・
健
康
度

測
定
・
各
種
相
談
等

■
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
健
康
づ
く
り
課
へ
。

（
1
内
線
２
１
８
２
）

▼
今
月
の
ボ
イ
ス
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
、

塩
見
地
区
の
マ
ン
ゴ
ー
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、

実
は
表
紙
の
カ
バ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、
Ｊ

Ａ
日
向
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
し
て
も
紹
介
し
て

い
ま
す
（
保
護
者
だ
っ
た
か
も
・
・
・
）。
▼

そ
う
い
え
ば
、
市
内
で
開
か
れ
る
行
事
で
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
よ
く
見
か
け
る
人
た
ち
が
多
く

て
、
こ
の
よ
う
に
自
分
の
地
域
で
も
が
ん
ば
っ

て
い
る
姿
に
〈
Ｋ
〉
は
感
心
し
て
い
ま
す
。
▼

ボ
イ
ス
と
い
き
い
き
青
春
ト
ー
ク
は
、
い
つ
も

登
場
人
物
を
探
し
て
い
ま
す
。
▼
も
し
、
紹
介

し
て
ほ
し
い
人
が
い
ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書

広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
取
材
に
う
か

が
い
ま
す
。

～止まって確認！無事故に挑戦～

3月中の交通事故
人身事故 死亡 負傷者 物損事故
54件 0人 74人 80件

（＋16）（±0）（＋24） （＋2）

日向市の人口と世帯
（含む外国人登録者／H18.4.１現在）

人　口 63,183 人 〈 －271〉
男 29,697 人 〈 －148〉
女 33,486 人 〈 －123〉

世帯数 23,960 世帯 〈 － 9〉

転　入 431人 転　出 686人
出　生 45人 死　亡 61人
面　積　（H18.2.25～） 336.29k㎡

こ
ち
ら
編
集
室

19

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
５
月
12
日(

金)

26
日(

金)

対
象
／
平
成
18
年
２
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
５
月
10
日(

水)

対
象
／
平
成
17
年
10
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
５
月
23
日(

火)

対
象
／
平
成
17
年
４
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
５
月
11
日(

木)

対
象
／
平
成
16
年
10
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
５
月
24
日(

水)

対
象
／
平
成
14
年
10
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間
　
７
か
月
児
・
１
歳
６
か

月
児
・
３
歳
児
／
午
後
０
時
45
分
〜
１

時
15
分
、
３
か
月
児
／
午
後
１
時
〜
１

時
30
分
、
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
　
東
郷
会
場
は
対
象
者
に
別
途
案

内
し
ま
す
。
日
程
等
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳

を
忘
れ
ず
に
。

日向市保育協議会
（153ー5857）

夏井　陽樹ちゃん
(比良町3)

椎葉　徠夢
らいむ

ちゃん
(中村)

乳
幼
児
健
診

む
し
歯
を
な
く
そ
う

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

市役所は152－2111

日曜在宅医の確認は153－1214へ

テレホンサービス

〈
Ｋ
〉

む
し
歯
予
防
に
は
、
歯
み
が
き

の
他
フ
ッ
素
の
利
用
、
お
や
つ
の

工
夫
な
ど
を
時
期
に
応
じ
て
バ
ラ

ン
ス
良
く
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
特
に
フ
ッ
素
の
利
用
は
そ
の

安
全
性
、
効
果
、
経
済
性
な
ど
に

優
れ
た
方
法
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）、
国
、
日
本
歯
科
医
師

会
を
は
じ
め
多
く
の
機
関
団
体
が

推
奨
し
て
い
ま
す
。

フ
ッ
素
に
は
、
①
歯
の
再
石
灰

化
を
促
進
②
酸
に
対
し
て
歯
を
強

く
じ
ょ
う
ぶ
に
す
る
③
む
し
歯
菌

に
直
接
作
用
し
、
酸
を
作
る
の
を

押
さ
え
る
、
な
ど
の
働
き
が
あ
り

ま
す
。
フ
ッ
素
を
利
用
し
た
む
し

歯
予
防
と
し
て
１
〜
３
歳
は
フ
ッ

素
塗
布
を
、
う
が
い
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
４
歳
か
ら
は
フ
ッ
素
洗

口
（
フ
ッ
素
の
入
っ
た
液
で
う
が

い
を
行
う
こ
と
）
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。

フ
ッ
素
洗
口
を
幼
児
期
に
行
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
行
っ
て
い
な

●会場 日向市民健康管理センター ●問い合わせ 1内線２１８２

い
子
ど
も
た
ち
に
比
べ
て
小
学
校

３
年
生
に
な
る
ま
で
６
歳
臼
歯
の

む
し
歯
罹
（
り
）
患
率
が
低
い
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

市
内
で
も
、
４
歳
以
上
希
望
者

に
対
し
て
歯
科
医
師
の
指
導
の
も

と
保
育
所
（
園
）
14
か
所
、
幼
稚

園
１
か
所
で
フ
ッ
素
洗
口
を
実
施

中
で
す
。

・
パ
パ
マ
マ
教
室
（
５
月
14
日
）

午
前
10
時
〜
12
時
　
＊
要
予
約

・
マ
ザ
ー
ク
ラ
ス
（
５
月
19
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
　
＊
要
予
約

・
ｂ
ｅ
ｂ
ｅ
ク
ラ
ブ
（
５
月
９
日
）

午
後
２
時
〜
３
時

・
も
ぐ
も
ぐ
教
室
（
離
乳
食
教
室
）

（
５
月
18
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　
＊
要
　

予
約

・
す
く
す
く
教
室
（
育
児
教
室
）

（
５
月
25
日
）

午
後
１
時
30
分

育
児
教
室
な
ど

＊ｂｅｂｅクラブ＝ベビービクス（赤ちゃんリズム体操）

●会場 日向市民健康管理センター ●問い合わせ 1内線２１８２



●編集●
日向市役所総務課

〒883－8555 宮崎県日向市本町10番5号
10982－52－2111

塩見小学校（橋口孝利校長・児童164人）の５年生
39人が４月21日、田植えの体験をしました。５年生
の社会科で米作りを学習することもあり、総合的な
学習の時間として行いました。学校の伝統行事にも
なっていて、毎年、保護者や地域のＪＡ日向青年部
の人たちが協力しています。児童たちは、苗の持ち
方などを教わった後、はだしになって田んぼに入り、
横一列に並んで植え始めました。慣れない田植えに
体のバランスをくずして転び、体中がどろまみれに
なる子もいました。児童の１人は、「真っすぐ植える
のが難しかったです」と感想を話しました。大森福
一教頭は、「農家の子どもでも田植えの経験は少ない
ようです。農業のすばらしさを体験して、後継者が
育ってくれればいいですね」と語っていました。

●印刷●
藤屋写真印刷㈱

NO.612

この広報紙は再生紙を使用しています。

日向市ホームページhttp://www.city.hyuga.miyazaki.jp/
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